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(57)【要約】
単回使用の電子内視鏡は、ハブと、ハブから延在してい
る、所望に応じて可撓性または剛性のシャフトと、シャ
フトから延在している拡張可能な遠位先端部と、を有す
る。遠位先端部内で、画像センサが内視鏡から外の視野
を提供する。遠位先端部内の照明要素または光ガイドが
発光して、視野を照明する。遠位先端部はまた、ハブか
ら視野内へと器具を通すことを可能にする外形可変作業
チャネルも有する。拡張可能な作業チャネルは、拡張さ
れたときに、全体に非円形の形状から器具の断面形状に
対処するような形状へと、断面形状を変える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡であって、
　ハブと、
　該ハブから延在しているシャフトと、
　該シャフトから延在している拡張可能な遠位先端部と、
　該遠位先端部内にありかつ該内視鏡から外の視野を有する、画像センサと、
　該遠位先端部内にありかつ該画像センサの該視野内で発光するように構成された、照明
要素と、
　該遠位先端部内にある少なくとも１つの外形可変作業チャネルと、を備え、該作業チャ
ネルは、全体に非円形の断面形状から異なる断面形状へと変化して、器具の通過に対処す
るように適合されている、電子内視鏡。
【請求項２】
　前記拡張可能な遠位先端部は、拡張可能な外側カバーを備え、前記作業チャネルが前記
異なる断面形状へと変化するときに、前記遠位先端部において全体に非円形の断面形状へ
と拡張するように構成されている、請求項１記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記作業チャネルおよび前記拡張可能な外側カバーは、生体適合性エラストマー製の管
材を含む、請求項２記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記作業チャネルはポリイミド管材を含み、前記拡張可能な外側カバーはシリコーン・
ゴムを含む、請求項２記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記遠位先端部内にありかつ前記ハブから前記遠位先端部まで流体を運ぶように構成さ
れた、全体に非円形の断面形状を有する洗い流しチャネルを更に備え、該洗い流しチャネ
ルは、該洗い流しチャネルを通る流体の流れに応じて形状が変化するように構成されてい
る、請求項１～６のいずれか一項記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記拡張可能な外側カバーは、前記洗い流しチャネルの形状が変化するときに、前記遠
位先端部において全体に非円形の断面形状へと拡張するように構成されている、請求項５
記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記シャフトの外径（Ｄ）は約２．０ｍｍ以下である、請求項１～６のいずれか一項記
載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記作業チャネルは、前記シャフトの外径（Ｄ）の少なくとも５０％に等しい直径を有
する円形の断面形状を有する器具の通過に対処するような、異なる断面形状をとることが
できる、請求項１～７のいずれか一項記載の電子内視鏡。
【請求項９】
　前記作業チャネルは、Ｄの少なくとも６０％に等しい直径を有する円形の断面形状を有
する器具の通過に対処するような、異なる断面形状をとることができる、請求項８記載の
電子内視鏡。
【請求項１０】
　前記作業チャネルは、（Ｄ）の少なくとも９５％に等しい直径を有する円形の断面形状
を有する器具の通過に対処するような、異なる断面形状をとることができる、請求項９記
載の電子内視鏡。
【請求項１１】
　遠位先端部を有する単回使用の内視鏡であって、
　光源を封入しているハブ部分と、
　該ハブ部分から延在しており、かつ、（ｉ）該遠位先端部における拡張可能な外側シー
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ス、（ｉｉ）該光源から光を運びその光を該遠位先端部から照明されるべき対象上に投射
するための、光伝送系、（ｉｉｉ）該遠位先端部のほぼ中央に配置されかつ該照明された
対象の画像を取り込むように構成された、画像センサ、ならびに（ｉｖ）該ハブ部分から
前記内視鏡の前記遠位先端部まで延在している、少なくとも１つの作業チャネル、を有す
る、挿入部分と、を備え、
　該作業チャネルは、該遠位先端部において、画像センサと拡張可能な外側シースとの間
に画定された空間の少なくとも一部内に収まるように適合された、薄い外形構成、ならび
に、器具の通過に対処するのにおよびそれらが該遠位先端部から外に延在するのを可能に
するのに十分な断面形状を有する、拡大された外形構成を有する、外形可変部分を有し、
　該外形可変部分が該器具に対処するように該拡大された構成をとるとき、該拡張可能な
外側シースは該遠位先端部において全体に非円形の形状を有する、単回使用の内視鏡。
【請求項１２】
　前記作業チャネルの前記外形可変部分は、前記画像センサを前記光伝送系に対して移動
させることなく、前記拡大された構成をとるように適合されている、請求項１１記載の単
回使用の内視鏡。
【請求項１３】
　前記遠位先端部における前記挿入部分の外径（Ｄ）は約２．０ｍｍ以下である、請求項
１１または１２記載の単回使用の内視鏡。
【請求項１４】
　前記作業チャネルの前記外形可変部分は、前記遠位先端部における前記挿入部分の前記
外径（Ｄ）の少なくとも５０％に等しい直径を有する円形の断面形状を有する器具の通過
に対処するような、前記拡大された構成をとることができる、請求項１１～１３のいずれ
か一項記載の単回使用の内視鏡。
【請求項１５】
　前記作業チャネルの前記外形可変部分は、Ｄの少なくとも６０％に等しい直径を有する
円形の断面形状を有する器具の通過に対処するような、前記拡大された構成をとることが
できる、請求項１４記載の単回使用の内視鏡。
【請求項１６】
　近位端、遠位端、およびその遠位端における視野を有する内視鏡であって、
　該近位端に、またはその近くにあるハブと、
　該ハブから該遠位端に向かって延在している挿入部分と、
　該挿入部分から該遠位端まで延在しておりかつ該視野内の画像を取り込むように構成さ
れたセンサを有する、拡張可能な遠位先端部と、を備え、
　作業チャネル、洗い流しルーメン、光ガイドが、該挿入部分内を該ハブから該遠位端ま
で延在しており、
　該挿入部分に沿った点における該内視鏡の第１の断面は、該洗い流しルーメン、該光ガ
イド、該作業チャネルの全体に円形の断面、および該センサから該ハブまで延在している
ケーブル、を含み、
　該遠位先端部に沿った点における該内視鏡の第２の断面は、該センサ、該作業チャネル
、該洗い流しルーメン、および該光ガイドを含み、該第２の断面における該作業チャネル
および該洗い流しルーメンの両方は、全体に非円形の薄い外形構成から拡大された外形構
成へと互いに独立して変形するように適合されている、内視鏡。
【請求項１７】
　前記拡張可能な遠位先端部は、前記作業チャネルまたは前記洗い流しルーメンのいずれ
かが前記拡大された外形構成となっているときに全体に非円形の断面形状をとるように適
合された、エラストマー製の外側シースを備える、請求項１６記載の内視鏡。
【請求項１８】
　前記第１の断面における前記内視鏡の外径（Ｄ）は約２．０ｍｍ以下である、請求項１
６または１７記載の内視鏡。
【請求項１９】
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　前記挿入部分の外径（Ｄ）に対する、前記拡張可能な遠位先端部（１）を有する前記内
視鏡部分の長さの比は、約４：１未満である、請求項１８記載の内視鏡。
【請求項２０】
　前記第２の断面における前記作業チャネルは、前記挿入部分の前記外径（Ｄ）の少なく
とも６０％に等しい直径を有する円形の断面形状を有する器具の通過に対処するような、
前記拡大された構成をとることができる、請求項１６～１９のいずれか一項記載の内視鏡
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　記載される技術は一般に、体腔、空洞、または他の閉鎖空間内で撮影を行うためのデバ
イスおよび方法に関し、より具体的には、様々な用途のための（例えば、関節鏡下膝手術
用の）単回使用の電子内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の診断および治療には多くの場合、内部の器官および構造の検査が含まれる。「直
視下手術」では、患者の皮膚および肉に、外科的な大きな切れ目または切開部が生じる。
そのようにすることで、医師は処置されている領域の中を直接見、そこに到達することが
できる。しかしながら、大きな外科的創傷は、相当な患者の苦痛をもたらし、手術中およ
び手術後に患者に苦痛を与えないようにするための、麻薬などの強力な麻酔および鎮痛薬
の使用を伴い、治癒するのに多くの場合かなりの時間を要し、術後の患者の活動を制限す
る（特に処置領域に到達するために筋肉が切断される場合）。
【０００３】
　付近の組織を侵害しないように、医師は、管、オリフィス、身体の開口部、または他の
空間を探査するために、様々な撮像技術を使用する。かかるデバイスは、大きな切開部な
しでは到達困難な空間の遠隔視を可能にし、血管内視鏡、関節鏡、ボアスコープ、膀胱鏡
、内視鏡、およびファイバスコープを含め、様々な名前で呼ばれている。
【０００４】
　関節鏡検査法の使用がますます広まっている。一般的な関節鏡手技は、半月板の断裂し
た軟骨部分の除去または修復、靭帯および腱の再構築、遊離残屑の除去、および損傷した
関節軟骨のトリミングまたはシェービングよって、様々な身体関節内の損傷した組織を検
査および処置する。米国スポーツ医学整形外科学会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｏｒｔｈｏｐｅ
ｄｉｃ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｓｐｏｒｔ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）によれば、世界中で
毎年４百万例を超える膝関節鏡検査および１４０万例を超える肩関節鏡検査が行われてい
る。肩、肘、足首、臀部、および手首などの他の関節も、関節鏡検査法によって見ること
ができる。
【０００５】
　内視鏡は、光源およびカメラを有する。ファイバスコープ（または光ファイバ内視鏡）
は、視野を照明する光を導くための照明ファイバまたは光ガイド、および、照明されたエ
リアの画像をカメラに転送するための撮像用ファイバ束の両方を含む。診断用の関節鏡検
査法では、デバイスを患者の関節内に導入した後で、医師はその関節内に発光させる。カ
メラは関節の画像を提供し、次いでビデオ・モニタ上でそれを見る。デバイスを通して対
象の関節を見ることにより、医師は大きな切開部を設ける必要がない。無菌流体を使用し
て関節が拡張され、これにより関節領域における視認性が高まり、医師の作業が容易にな
る。これらの単孔式手技は、医師の診療室、および「ウォーク・イン」または外来外科手
術センターにおいて、例えば２．０ｍｍ光ファイバ関節鏡を使用して行われてきた。通常
はこれらの診断手技は、検査する領域を麻痺させるための局所麻酔下で行われ、患者は手
技の間を通して覚醒したままである。
【０００６】
　患者の関節に対して積極的に処置または手術を施すために、他の内視鏡が使用される。
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医師は内視鏡を関節内に挿入する。手術中に他の器具を使用して切断、シェービング、関
節内の小片の除去、または組織の修復を可能にするために、追加の穴または切開部を設け
ることができる。別法として、内視鏡は、外科用器具（例えば、生検鉗子および他の器具
）が滑動して関節に出入りできるようにする、作業チャネルを含み得る。
【０００７】
　手術用のまたは治療用のかかる関節鏡外科手術には、限界がある。関節鏡検査用の作業
チャネルを有する手術用の内視鏡の直径は、典型的には３～４ｍｍである。このため、手
技全体が、より小さい診断用の内視鏡を使用するときよりも、より侵襲性が高くかつ患者
にとってより負担の重いものとなる。
【０００８】
　手術用の関節鏡検査手技には、生死に関わるリスクが存在し得る。特に手術用の介入性
関節鏡検査のために、リスクを伴いつつも、全身麻酔が使用され得る。不慮の患者感染を
回避するため、医師は無菌の技法および機器を使用する。
【０００９】
　かかるリスクは些末なことではない。ロナルド・レーガンＵＣＬＡ医療センターは、最
新の最低侵襲性の内視鏡手技の実施における旗手である。２０１５年２月、この病院で、
内視鏡手技の施術中、１７９人もの人が薬剤耐性バクテリアに曝露された。報道によれば
、これらの人のうち７人がメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）に感染し、これら
の患者のうち２人が死亡した。
【００１０】
　米国食品医薬品局は、全ての医療従事者に、複雑な内視鏡手技のための医療用内視鏡の
使用に関する、全般的な警告を発表した。一部の内視鏡の複雑な設計は、これら再利用可
能なデバイスの清浄化、消毒、および殺菌を阻害する。
【００１１】
　従来知られている内視鏡は、かなりの初期コストおよび使用ごとの殺菌の必要性を含め
、いくつかの欠点を有する。かかる殺菌処置は、時間がかかり、また更なる費用につなが
る。
【００１２】
　Ｇａｔｔｏの米国特許第６，８４０，９０９号は、乳管から組織および細胞を除去する
ためのデバイスについて記載している。デバイスはその遠位端に、剛性または半剛性のカ
ニューレ・チューブを有する。このカニューレは、０．５ｍｍから約１．２ｍｍまでの範
囲の外径を有し、内視鏡用の案内管として働く。生検用の細胞および組織を得るために、
医師はカニューレ・チューブ自体を操作して、組織から細胞を剥離させる。生理食塩水を
領域内に注入し続いて真空を適用することによって、この水および剥離された細胞が患者
から引き出される。
【００１３】
　Ｍｕｋｈｅｒｊｅｅの米国特許第８，３２３，１８１号は、外径が約１から２ｍｍであ
る挿入端部を有する内視鏡について記載している。図５は、可撓性のポリアミド製シース
を有する内視鏡の挿入端部の先端部を示している。シースの中には、画像束焦点レンズ、
２つのレーザ焦点レンズ、および照明のために使用される光ファイバ束が封入されている
。
【００１４】
　Ｆａｒｒの米国特許第８，８５８，４２５号は、取り外し可能でありプラグ接続可能で
ありかつ使い捨ての光電子モジュールを有する内視鏡について記載している。図７ｂは、
遠位端７０２を体内に挿入した後で使い捨てのカニューレ７００を通して挿入可能な、外
科用器具７５０を示している。この遠位端７０２は可撓性になっており、このため、患者
内への挿入後にカニューレの遠位先端部７０２の全体が放射方向に拡張可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
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　これは、出願当初の請求項に範囲が相当する、記載される技術の全般的な概要である。
本技術は、従来知られている手術用の内視鏡の欠点を克服し、単回使用のまたは使い捨て
の、低コストな、外形可変遠位先端部を有する電子内視鏡を提供する。本技術は、以下に
記載する本発明を実施するための特定の様式（「実施形態」とも呼ばれる）に類似したお
よびそれらとは異なる、様々な形態を包含している。これらの記載される内視鏡は、本技
術のいくつかの可能な形態の簡潔な概要を提供することを意図しており、記載される技術
の全範囲または特徴の全ての包括的な開示としては意図されておらず、添付の特許請求の
範囲を限定するものではない。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　１つの態様では、電子内視鏡はハブを有する。ハブからシャフトが延在している。シャ
フトから拡張可能な遠位先端部が延在している。遠位先端部内の画像センサは、内視鏡か
ら外の視野を有する。遠位先端部内の光源は、画像センサの視野内で発光する。
【００１７】
　ハブから作業チャネル内のシャフトに沿って遠位先端部まで、器具を通すことができる
。遠位先端部にある外形可変作業チャネルは、近位のシャフトにおいて内視鏡の全体サイ
ズを大きくすることなく、１つ以上の器具が画像センサを通過してその視野内まで移動す
ることを可能にする。作業チャネルは、比較的コンパクトな全体に非円形の断面形状から
、異なる拡大された断面形状へと変化する。この形状変化により、器具が作業チャネルを
通過するのに対処することができ、最初に患者内に挿入するときに内視鏡を比較的薄い外
形にすることも可能になる。
【００１８】
　別の態様では、遠位先端部を有する単回使用の内視鏡は、光源を封入しているハブ部分
、およびハブ部分から延在している挿入部分（患者の身体に挿入可能な部分）を有する。
挿入部分は、内視鏡の遠位先端部にある拡張可能な外側シースを含む。挿入部分内の光伝
送系は、光源からの光を運び、その光を遠位先端部から照明されるべき対象へと投射する
。遠位先端部のほぼ中心に配置された画像センサが、照明された対象の画像を取り込む。
【００１９】
　ハブ部分から内視鏡の遠位先端部まで、外形可変作業チャネルが延在している。作業チ
ャネルの薄い外形構成または縮小された外形構成は、画像センサと拡張可能な外側シース
との間に画定された空間の少なくとも一部内に嵌合する。拡大された外形構成は、器具が
画像センサを通過することおよび内視鏡の遠位先端部から外に延在することを可能にする
のに十分な断面形状を有する。作業チャネルが拡大された外形構成となっているとき、拡
張可能な外側シースは、遠位先端部において全体に非円形の形状を有する。
【００２０】
　更なる態様では、内視鏡は、近位端、遠位端、およびその遠位端における視野を有する
。ハブは、近位端に、またはその近くにある。挿入部分は、ハブから遠位端に向かって延
在している。拡張可能な遠位先端部は、挿入部分から遠位端まで延在しており、センサを
有する。センサは視野内の画像を取り込む。作業チャネル、洗い流しルーメン、および光
ガイドが、挿入部分内をハブから遠位端まで延在している。挿入部分に沿った点において
、内視鏡は、洗い流しルーメン、光ガイド、作業チャネルの全体に円形の断面、およびセ
ンサからハブまで延在しているケーブルを有する断面を有する。
【００２１】
　断面は、遠位先端部に沿った別の点では異なっている。この第２の断面は、センサ、作
業チャネル、洗い流しルーメン、および光ガイドを有する。この第２の断面においては、
作業チャネルおよび洗い流しルーメンの両方が、独立して変化可能な外形を有する。各々
が、全体に非円形の薄い外形構成から拡大された外形構成へと変形する。拡大された外形
構成により、１つ以上の器具が作業チャネルを通過することが可能になるか、または、液
体が洗い流しルーメンを通って移動することができる。
【００２２】
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　これらの内視鏡は、多くの変形形態が可能である。例えば、挿入部分の外径（Ｄ）に対
する、拡張可能なまたはエラストマー製の作業チャネルを有する内視鏡部分の長さ（ｌ）
の比は、約５：１から約１：１までの範囲であり、好ましくは約４：１未満、最も好まし
くは約２：１未満である。
【００２３】
　開示される内視鏡のうちの少なくともいくつかにおいては、拡張可能な作業チャネルは
、光伝送系に対して画像センサを移動させることなく、拡大された外形をとる。例えば、
拡張可能な遠位先端部はエラストマー製のシースを有することができ、これは、作業チャ
ネルまたは洗い流しルーメンのいずれかが拡大されるときに、全体に非円形の断面形状を
とる。他の開示される内視鏡においては、先端部が拡張して器具が通れるようになってい
る間、カメラは一方向に僅かに移動する。器具が姿を現し拡張が完了すると、カメラを位
置直しすることができる。カメラを通した後で、カメラをそれ以上移動させないような動
きの範囲で、器具を前方または後方に押すことができる。
【００２４】
　拡張可能な外側シース、洗い流しルーメン、および外形可変作業チャネルは、様々な殺
菌可能な生体適合性ポリマー材料から作製できる。各々を、生体適合性エラストマー製の
管材を有する材料から作製可能であり、これらは同じ材料であっても異なる材料であって
もよい。加えて、洗い流しルーメンおよび外形可変作業チャネルは、生体適合性の非エラ
ストマー材料から作製できる。拡大された作業チャネルは、挿入部分の外径（Ｄ）の少な
くとも５０％に等しい、好ましくはＤの少なくとも６０％に等しい、最も好ましくはＤの
少なくとも９５％に等しい直径を有する、円形の断面形状を有する器具の通過に対処でき
る。洗い流しルーメンまたは作業チャネルのいずれかが拡大されるとき、外側シースは全
体に非円形の断面形状をとる。
【００２５】
　記載される電子内視鏡は、様々な手術用のまたは治療用の手技（例えば、関節鏡検査法
、胆石インターベンション、婦人科内視鏡検査、腎臓結石インターベンション、耳鼻咽喉
科内視鏡検査、泌尿器科内視鏡検査）にとって有用である。かかる使い捨ての内視鏡は再
度の殺菌を必要とせず、比較的小さなパッケージにおいて良好な視覚化を実現できるが、
その理由は、内視鏡の患者に挿入される部分の外径が約２ｍｍ以下であるからである。こ
れにより、一般開業医による自身の診療室での外来患者ごとの治療用の内視鏡の使用が容
易になり、また、病院の手術室で行われる手技のスケジューリングに関連する遅延および
コストが回避される。
【００２６】
　これらの内視鏡の組立ておよび使用の方法も提供される。
【００２７】
　本技術について、ここまで簡潔に記載してきた。この「概要」は選ばれた概念を簡略化
された形態で紹介しているが、それらについて、「発明を実施するための形態」における
ものを含め、本願の全体を通して更に記載する。この「概要」は、特許請求される主題の
重要なまたは本質的な特徴を特定することは意図しておらず、また、本明細書に添付され
た特許請求の範囲を何らかの形で限定することも意図していない。上述の特徴およびこれ
から以下で説明されることになる特徴は、述べられた組み合わせにおいてのみならず、他
の組み合わせにおいてもまたは単独でも、本願の範囲から逸脱することなく使用できる。
以下のテキストおよび添付の例示的な図面を考慮することによって、上記した例示的な態
様、実施形態、および特徴に加えて、当業者には、記載される技術のこれらのおよび他の
目的、特徴、および利点のより完全な理解ならびに実現がもたらされるであろう。
【００２８】
　記載される技術を説明しまたそれ以外に本技術の上記のおよび他の特徴および利点を明
らかにするために、添付の例示的な図面に図示される特定の実施形態を参照して、より具
体的な記載が以下に提供される。これらの図面は、記載される技術の選ばれた様式を描写
しており、その範囲を限定するものと見なされるべきではない。本技術は、全体を通して
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同様の参照番号が同様の部分を指す、これらの図面の使用を通して、更に具体的かつ詳細
に記載され説明されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本願において概説された原理により構築された、例示的な内視鏡の概略図である
。
【００３０】
【図２ａ】図１の内視鏡の、拡張されていない構成をとっている拡張可能先端部の斜視図
である。
【００３１】
【図２ｂ】図２ａの断面に沿って取られた、図１の拡張可能先端部の断面図である。
【００３２】
【図２ｃ】非円形のカメラを有する内視鏡の、拡張されていない構成をとっている拡張可
能先端部の斜視図である。
【００３３】
【図３】外側カバーシースの下にある、図２ａおよび図２ｂの内視鏡の、拡張されていな
い先端部構成要素の図である。
【００３４】
【図４】図１の内視鏡の、拡張された構成をとっている拡張可能先端部の図である。
【００３５】
【図５】遠位ハブ筐体を取り外した、図１の連結ハブの拡大図である。
【００３６】
【図６】全筐体を取り外した、図１の連結ハブの内側の構成要素の図である。
【００３７】
【図７】図１の連結ハブの内側のＰＣＡ（プリント回路組立体）ボードの図である。
【００３８】
【図８】内視鏡照明系の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　提供される図面は例示的なものであり、この技術は示される配置構成に厳密に限定され
るものではない。記載される技術は、図面に描写されていない様々な他の様式で実行する
ことができる。本開示の図面および角度は、本技術の属性をはっきりと描出するために常
に正確な縮尺では描かれておらず、本開示の典型的な態様を描写することが意図されてお
り、記載される技術の広さ、範囲、または適用可能性を限定するものと見なされるべきで
はない。記載される技術の追加の特徴および利点は、以下の「発明を実施するための形態
」に明記されており、そこから明らかになるであろう。
【００４０】
　記載される技術の様々な例示の態様が各図において図示され以下で検討されるが、これ
らは、この技術の様々な態様および例の製造および使用を可能にするために提示されてい
る。特定の材料、技法、および用途についての記載は、例として提供されている。以下の
図面、実施例、または考察から、本技術の範囲および以下の特許請求の範囲の範囲に対す
る限定を導き出すべきではない。
【００４１】
　本願は、外形可変先端部を有する電子内視鏡、特に、単回使用のまたは使い捨ての、低
コストの、外形可変作業チャネルを有する電子内視鏡を提供する。
【００４２】
　ある内視鏡においては、電子内視鏡は、患者の身体の外側に留まるハブを有する。ハブ
は医師が内視鏡を操作するために使用される。このハブから、細長い可撓性のシャフトが
延在している。これは、内視鏡の患者の身体に挿入可能な部分である。ハブから最も遠く
離れているシャフトの端部から、拡張可能先端部が延在している。これは遠位先端部であ
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る。この拡張可能な遠位先端部は、医師が患者の身体の内側を見ることを可能にするセン
サ、および、医師が付近の構造を処置または手術することを可能にする作業チャネルを有
する。特に、遠位先端部内に相補形金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）画像センサが位置付け
られ、これは内視鏡から外の視野を有するが、他のセンサも使用可能である。遠位先端部
内の１つ以上の照明用ファイバが、画像センサの視野内で発光する。
【００４３】
　遠位先端部は外形可変作業チャネルを有する。作業チャネルは、１つ以上の器具（例え
ば、アブレーション・デバイス、カニューレ、ディセクタ、電極、鉗子、把持器、ノット
・プッシャー、レーザ・ファイバ、持針器、吸引および灌流器具、トロカール、および他
の器具）が、内視鏡内をハブから画像センサの前方視野まで通るのを可能にする。外形可
変作業チャネルは、器具が画像センサの脇を通ることができるように形状を変えることが
できる。例えば、拡張可能な作業チャネルは、全体に非円形の断面形状から、器具の通過
を可能にする異なる拡大された断面形状へと変化することができる。
【００４４】
　別の内視鏡は、光源を封入しているハブを有する。医師はハブを使用して内視鏡を操作
する。ハブから挿入部分が延在している。内視鏡の（ハブから最も遠い）遠位先端部にお
いて、挿入部分は拡張可能な外側シースを有する。光伝送系によって、ハブから照明され
るべき対象上に遠位先端部を越えて光が運ばれる。内視鏡の遠位先端部のほぼ中心に、画
像センサが位置付けられる。センサは照明された対象の画像を取り込む。
【００４５】
　ハブから内視鏡の遠位先端部まで、外形可変作業チャネルが延在している。作業チャネ
ルは、拡張可能な外側シースの内側に位置付けられている。作業チャネルの薄い外形構成
は、画像センサと拡張可能な外側シースとの間に画定された空間内に嵌合する。作業チャ
ネルの拡大された外形構成により、器具が移動して画像センサを通過し遠位先端部から出
ることができる。作業チャネルが拡大された外形構成となっているとき、拡張可能な外側
シースは、遠位先端部において全体に非円形の形状を有する。
【００４６】
　更に別の内視鏡は、医師に最も近い近位端、反対側の端部にある遠位端、およびこの遠
位端における視野を有する。ハブは近位端にある。内視鏡のハブから遠位端に向かって延
在している部分は、「挿入部分」と名付けることができる。医師の必要に応じて、挿入部
分の一部または全体を患者に挿入することができる。ハブは患者の外側に留まる。
【００４７】
　拡張可能な遠位先端部は、挿入部分から遠位端まで延在しており、視野内の画像を取り
込むように構成されたセンサを有する。挿入部分内をハブから遠位端まで、作業チャネル
、洗い流しルーメン、および光ガイド（例えば、１つ以上の光ファイバ）が延在している
。挿入部分に沿った点において、内視鏡は、洗い流しルーメン、光ガイド、作業チャネル
の全体に円形の断面、およびセンサからハブまで延在しているケーブルを含む断面を有す
る。
【００４８】
　遠位先端部に沿った異なる点において、内視鏡は異なる断面を有する。この異なる断面
は、画像センサ、作業チャネル、洗い流しルーメン、および光ガイドを有する。作業チャ
ネルおよび洗い流しルーメンの両方は、その外形を変えることができ、このことを互いに
独立して行うことができる。各々が全体に非円形の薄い外形構成をとることができる。各
々はまた、器具が作業チャネルを通過するのに対処するような、または液体が洗い流しル
ーメンを通過するのに対処するような、拡大された外形をとることもできる。
【００４９】
　上で簡潔に記載された内視鏡の各々は、拡張可能な遠位先端部、外形可変作業チャネル
、および任意選択的に、拡張可能な洗い流しルーメンを有する。これらの３つの構造が作
製される材料は、同じであっても異なっていてもよい。生体適合性エラストマー材料（例
えば、シリコーン・ゴム、熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ））を使用して、３つ全ての構
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造を作製することができる。ＴＰＥとしては、コポリエステルエラストマー（例えば、Ｄ
ＳＭのＡＲＮＩＴＥＬ（登録商標））、ポリエーテルブロックアミド（例えば、Ａｒｋｅ
ｍａのＰＥＢＡＸ（登録商標））、ポリエーテルポリエステルブロックコポリマー（例え
ば、Ｄｕ　ＰｏｎｔのＨＹｆ　ＲＥＬ（登録商標））、ポリオレフィンエラストマー（例
えば、Ｄｏｗ　ＣｈｅｍｉｃａｌのＥＮＧＡＧＥ（登録商標））、ポリウレタンエラスト
マー（例えば、Ｄｏｗ　ＣｈｅｍｉｃａｌのＰＥＬＬＥＴＨＡＮＥ（登録商標））、スチ
レンブロックコポリマー（例えば、ＡｌｐｈａＧａｒｙのＥＶＯＰＲＥＮＥ（登録商標）
）、スチレン－ブタジエンブロックコポリマー（例えば、ＢＡＳＦのＳＴＹＲＯＦＬＥＸ
（登録商標））、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロックコポリマー（例えば
、Ｋｒａｔｏｎ　ＰｏｌｙｍｅｒｓのＫＲＡＴＯＮ（登録商標））、ならびに、熱可塑性
加硫物（例えば、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌのＳＡＮＴＯＰＲＥＮＥ（登録商標）およびＧＥ
ＯＬＡＳＴ（登録商標））が挙げられる。
【００５０】
　作業チャネルおよび任意選択的な洗い流しルーメンはまた、薄い外形構成から拡大され
た外形構成へと変化できる非エラストマー材料から作製することもできる（例えば、ポリ
エチレン酢酸ビニル（ＰＥＶＡ）、ポリアミド、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ
）、またはポリ塩化ビニル（ＰＶＣ））。比較的剛性の器具が作業チャネルを通過するが
、この作業チャネルはより耐久性のある丈夫なポリマー材料であるのが都合がよい場合が
あり、一方、遠位先端部は、拡大された作業チャネルおよび／または拡大された洗い流し
ルーメンに対処する必要がある。
【００５１】
　ここで図１を参照すると、内視鏡１は、拡張可能先端部２と、シャフト３と、連結ハブ
４と、コネクタ組立体５と、ＵＳＢコネクタ１３と、を有する。示される内視鏡１は、５
ｃｍから２００ｃｍの間、好ましくは１０ｃｍから１００ｃｍの間、最も好ましくは１２
ｃｍから６０ｃｍの間の、全体的な作業長さ（シャフト３と遠位先端部２を組み合わせた
長さ）を有する。作業長さは、連結ハブ４を患者の身体の外側に維持したままで、内視鏡
１の先端部を患者の身体内に位置付けて、関連する解剖学的構造が見えるようにするのに
十分であるべきである。
【００５２】
　シャフト３は、遠位先端部２から連結ハブ４までから延在している。シャフト３は、シ
ャフト３の長手軸を中心にして加えられるトルク（回転）を伝達する。シャフトの近位端
に加えられるトルクは、シャフト３の長さに沿って遠位先端部２に伝えられる。一部の内
視鏡では、シャフト３は可撓性であり、シャフトの横断軸を中心にして、比較的小さい曲
がり半径で曲げることができる。このことにより、医療手技の間、解剖学的構造の周囲で
内視鏡を操作することができる。他方で、他の用途では、シャフト３の一部または全部は
、剛性または半剛性である。
【００５３】
　シャフト３は、適切な強度特性（例えば、伸張および圧縮時に可撓性および強度をもた
らすこと、ならびに、近位端から遠位端への適切なトルク伝達）を有する、任意の生体適
合性材料から作製することができる。シャフト３を作製できる材料としては、生体適合性
のポリアミド、ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルウレタン、ポ
リイミド、ポリテトラフルオロエチレン、およびポリウレタンエポキシが挙げられる。更
なる強度または剛性を提供するために、シャフト３に補強材料を組み込むことができる。
かかる補強材料としては、銅合金、ニッケル合金（例えばニチノール）、ステンレス鋼、
およびポリイミドなどの高弾性プラスチックが挙げられる。
【００５４】
　連結ハブ４は、器具、洗浄流体、およびスタイレット、ならびに任意選択的な電子機器
のための、１つ以上のコネクタ８、９、１０を含む。連結ハブ４は、これらの構成要素に
対処するサイズおよび形状を有する。連結ハブ４内の電子機器は、以下で検討される内視
鏡およびカメラ信号伝達系を動作させるための回路構成を有するＰＣＡを含む。別法とし
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て、ＰＣＡは、内視鏡の外側の外部制御回路構成への相互接続部として機能し得る。そう
ではなくハブ４の内部の電子機器が望まれていない場合、ハブ４を非常に小さくすること
ができ、これは他のチューブ、ワイヤ、および光ファイバの間の接続接合部の役割を果た
し得る。
【００５５】
　ハブ４は、ポリカーボネート、アクリル、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢ
Ｓ）、注型エポキシ、熱硬化プラスチックなどの、生体適合性プラスチックで作製される
。ステンレス鋼またはチタンの一部のグレードのものなどの、生体適合性材料を使用した
成形金属ハウジングもまた可能である。
【００５６】
　連結ハブ４は、遠位部分１８および近位部分１９を有する。連結ハブ４は、１つ以上の
ポートまたはコネクタ８、９、１０、およびストレイン・リリーフ特徴部１１、１２を含
む。これらのコネクタ８、９、１０は、連結ハブ４とコネクタ８、９、１０との間に液密
封止を提供するための封止材（例えば、ＬＵＥＲ－ＬＯＫ（登録商標）のロック部品）を
含む。
【００５７】
　コネクタ８、９、１０は連結ハブ４に強固に取り付けられ、内視鏡の遠位先端部２にお
いて使用できる器具および流体を医師がハブ４において導入するのを可能にする。これは
、糊着、熱溶接、熱硬化プラスチックまたはエポキシを用いたポッティング、ＲＦ溶接、
コネクタをねじ接続で螺着すること、溶剤結合、超音波溶接、またはこれらの工程の組み
合わせによって実現できる。これら３つのコネクタ８、９、１０のいずれかまたは全てを
、ハブ４に入る可撓性のチューブに取り付けることができる。
【００５８】
　洗い流しチャネル・コネクタ８は、ハブ４における流体の導入を可能にし、この流体は
洗い流しルーメン２４を通って移動することができる。スタイレット・チャネル・コネク
タ９により、ハブ４においてスタイレット（図示せず）をスタイレット・チャネル２７に
挿入することが可能になる。スタイレットは、内視鏡の可撓性のシャフト３の形状に影響
を与えることを意図されている。例えば、３００系ステンレス鋼などの材料で作製された
展性および弾性を有するワイヤを、所望の曲率または角度へと曲げ、スタイレット・チャ
ネルを通して挿入して、かかる曲率または角度に可撓性の内視鏡を一致させることができ
る。作業チャネル・コネクタ１０により、ハブ４からシャフト３内の作業チャネル２８を
通って、遠位先端部２内の作業チャネル部分２３まで、器具を下ろすことが可能になる。
【００５９】
　示された内視鏡は単一の外形可変作業チャネルを有するが、２つ以上の作業チャネルが
含まれ得ることが企図されている。複数の作業チャネルが採用されるとき、それらは同じ
サイズであっても異なるサイズであってもよい。一部のまたは全ての作業チャネルは、外
形が可変であるという特徴を有し得る。例えば、５ｍｍ内視鏡は２つの１．２ｍｍ作業チ
ャネルを有することができ、これらはいずれも、外形が可変であるという特徴を有する。
【００６０】
　同様に、図１は、それぞれ洗い流しルーメン、スタイレット、および作業チャネル用の
、３つのコネクタ８、９、１０を示している。この特定の内視鏡の、洗い流しルーメン、
スタイレット、および作業チャネルの特徴のために、少ない場合で１つのコネクタを、ま
たは必要なだけ多くのコネクタを、使用できることが企図されている。例えば、２つの作
業チャネル、１つのスタイレット、および１つの洗い流しルーメンを有する内視鏡は、４
つの別個のコネクタを有し得る。
【００６１】
　電気ケーブル５およびＵＳＢコネクタ１３は、連結ハブ４内の回路構成と外部デバイス
との間のインタフェースを提供する。図１では、単一のケーブル５は、連結ハブ４からＵ
ＳＢコネクタ１３まで延在している。このケーブル５は、連結ハブ４内の光源に電力供給
するための導体を有し、また、カメラ２２が出力した信号をＵＳＢコネクタ１３に送信す
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るための接点を有する。複数のケーブル、例えば、連結ハブ４内の発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）光源に電力を導通する第１のケーブル５、および、カメラ２２から受信した信号を送
信する、別個の第２のケーブル（図示せず）を使用することができる。
【００６２】
　ＵＳＢコネクタ１３は、外部制御／表示デバイスに、または、ＵＳＢ信号を外部制御ま
たは表示デバイスが使用する信号に翻訳する、電子インタフェース・ボックス内に接続す
る。ＵＳＢコネクタ１３はまた、電子内視鏡に電力を提供する。図１にはＵＳＢコネクタ
が示されているが、以下で検討するように、他の有線接続部（例えば、ＨＤＭＩ(登録商
標)）および無線接続部（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ）もまた
可能である。
【００６３】
　連結ハブ４は、曲げ力を含め、使用中様々な力を受ける。ストレイン・リリーフ特徴部
１１、１２は、これらの力からハブ４およびその構成要素を保護する。例えば、図１は、
遠位のストレイン・リリーフ部１１および近位のストレイン・リリーフ部１２を示してい
る。ストレイン・リリーフ特徴部１１、１２は、様々な材料から作製することができる。
これらは、射出成形された比較的固い熱可塑性物質（例えば、アクリロニトリルブタジエ
ンスチレン（ＡＢＳ））、または既に特定したＴＰＥなどのより可撓性の高い材料を含む
。ＴＰＥが使用されるとき、これは好ましくは、拡張可能先端部の構成要素よりも高いデ
ュロメータ硬さ値を有する。
【００６４】
　図２ａおよび図２ｂは、斜視図および断面図の両方で、内視鏡１の遠位端を示している
。図２ａでは、拡張可能先端部２は、拡張可能な外側カバー２１を有する。遠位端におい
て、拡張可能先端部２内の構造が示されており、これは、外形可変作業チャネル２３、拡
張可能な洗い流しチャネル２４、３つの照明ファイバ２５、およびカメラ２２を含む。遠
位先端部２は、カメラ２２を収容するのに十分な長さである。例えば、遠位先端部２は、
シャフトの端部３から内視鏡の最も遠位の部分まで、３ｍｍから５０ｍｍの間、好ましく
は７ｍｍから１５ｍｍの間、最も好ましくは８ｍｍから１０ｍｍの間の長さを有する。
【００６５】
　遠位先端部２は拡大および収縮が可能である。薄い外形の状態では、遠位先端部２は、
約１．５ｍｍから２０ｍｍの間、好ましくは約１．５ｍｍから５ｍｍの間、最も好ましく
は約１．５ｍｍから約２．０ｍｍの間の外径を有する、縮小された断面積を有する。拡大
された外形の状態または拡張された状態では、遠位先端部２は、作業チャネルを通して１
つ以上の器具が通過するのに対処することになる、拡大された断面積を有する。例えば、
拡大された外形は、１．８ｍｍから２０ｍｍの間、好ましくは２ｍｍから５ｍｍの間、最
も好ましくは１ｍｍから２ｍｍの間の直径を有する、円形の断面形状を有する器具の通過
に対処する。この外形変化により、器具がカメラ２２を通過すること、および最終的に内
視鏡の遠位先端部から出ることが可能になる。
【００６６】
　照明ファイバ２５は、３つの可撓性の光ファイバ光ガイドとして描写されている。これ
らのファイバ２５は、連結ハブ４内の光源から内視鏡の遠位先端部２まで光を運んで、視
野を照明する。図２Ａには３つのファイバ２５が示されているが、カメラ２２に十分な光
を提供する限りは、少ない場合には１つのファイバを、または許容可能な空間内に収まり
得るだけの多くのファイバを、使用することができる。照明ファイバ２５は、ガラス、Ｐ
ＭＭＡ、または他の光透過性材料で作製することができる。薄い外形構成となっている遠
位先端部２の断面積内に収まり、かつ十分な照明強度を提供する限りは、異なるサイズの
ファイバ２５の組み合わせを使用することができる。
【００６７】
　カメラ２２および照明ファイバ２５は、撮像されるべき領域が十分に照明されるように
位置付けられる。示された構成では、カメラ２２は遠位先端部２のほぼ中心にあることが
でき、作業チャネル２３、洗い流しルーメン２４、および照明ファイバ２５は、周囲に角
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度を付けて分散している（例えば、作業チャネル２３は、洗い流しルーメン２４から約１
２０°だけ、および照明ファイバ２５から等しい量だけ、分離されている）。しかしなが
ら、作業チャネル２３および洗い流しチャネル２４の、互いに対するおよびカメラ２２ま
たは照明ファイバ２５に対する、様々な位置が可能である。
【００６８】
　外側カバー２１、作業チャネル２３、および洗い流しチャネル２４は、殺菌可能なポリ
マー材料で作製することができる。少なくとも拡張可能な先端部分内で、これらの構造を
、形状変化または拡張が可能となるように構成することができる。これらの構造の各々は
、同じ材料から作製することができるか、または材料は異なっていてもよい。例えば、各
々を、生体適合性エラストマー製の管材（例えば、ラテックス・ゴム、シリコーン・ゴム
、またはＵＳＰクラス６適合の様々なＴＰＥ）から構築することができる。例としてのＴ
ＰＥは上で述べられている。
【００６９】
　単回使用の内視鏡においては、当初の製造者による殺菌は、一括して（例えば、エチレ
ンオキシド・ガス、ガンマ線放射、蒸気を使用して）行われる可能性がある。単回使用の
デバイスは、互いに当接する管材接続部を有し得るが、接合部において依然として小さい
裂け目、隙間、または空隙の余地があり得る。エチレンオキシド・ガスによるものなどの
一括殺菌に好適な材料はまた、材料がグルタルアルデヒドなどの殺菌化学物質への複数回
の曝露に適合せねばならないという懸念なしに内視鏡を構築するためにも、使用され得る
。
【００７０】
　内視鏡の外側にコーティング（図示せず）を付着させることができる。例えば、かかる
コーティングは、抗バクテリアまたは抗細菌特性を提供し得る（例えば、銅イオン、銀イ
オン）。コーティングを使用して、医師が特定の症状を検出することもできる。例えば、
バクテリア汚染または他の種類のバイオマーカーの存在を検出する、特別なペプチドおよ
び他の調合物を付着させることができる。
【００７１】
　内視鏡の遠位先端部を封止するため、遠位先端部にＵＶ硬化接着ポッティング化合物が
付着され、これは粘性である間に構成要素間を流れる。余分なポッティング化合物が除去
され、紫外光が当てられて、材料が硬化されるかまたは固められる。二液型エポキシなど
の他の材料も使用することができる。ポッティング化合物の付着は、拡張可能な遠位先端
部の区域と干渉しない領域に（例えば、化合物の分布領域を限定する冶具によって）限定
される場合があり、かつ／または、これらの拡張可能な区域に結合しない材料を使用する
。
【００７２】
　作業チャネル２３は薄い外形構成を有する。例えば、２ｍｍ内視鏡の薄い外形の作業チ
ャネル２３は、シャフト３内で０．５ｍｍの直径を有することができ、その場合、遠位先
端部２内で、拡張可能な外側カバー２１とカメラ２２との間の空間に適合するような、よ
りコンパクトな構成をとる。図２ａでは、薄い外形の作業チャネル２３は、全体に三日月
形の断面形状を有する。三日月形の断面形状の両端部は、（図２Ａにおけるように）丸め
てもよく、またはより鋭く曲げてもよい。円形、腎臓形、楕円形、卵形、等を含む、他の
形状が可能である。
【００７３】
　作業チャネル２３はまた、器具がカメラ２２を通過するのを可能にするための、拡大さ
れた外形構成も有する。例えば、２ｍｍ内視鏡の拡大された外形の作業チャネル２３は、
約１．２ｍｍの外径を有する器具が中を通過することができる程度に十分大きい。
【００７４】
　カメラ２２はＣＭＯＳカラーカメラであり、生体適合性および防水性を有する。好まし
くは、カメラは内視鏡から外の視野を提供する。前方視野は内視鏡の遠位先端部の向こう
に見えることになる。ただし、視野はまた、内視鏡から外のある角度にあることもできる
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（例えば、３０°などの偏角視内視鏡）。ＣＭＯＳ画像センサは、３０～１８０°の、好
ましくは５０～１３０°の、最も好ましくは６０～１２０°の視野を提供する、マルチエ
レメントのレンズ組立体または勾配屈折率（ＧＲＩＮ）レンズを含む。有効画像解像度は
、好ましくは少なくとも１０，０００ピクセル、より好ましくは少なくとも４０，０００
ピクセル、最も好ましくは少なくとも６０，０００ピクセルであるが、１メガピクセル以
上の画像解像度が可能である。十分な画像解像度を提供する限りは、ＣＭＯＳデバイスの
代わりにまたはこれと併せて、他のセンサを使用することができる。例えば、電荷結合デ
バイス（ＣＣＤ）を使用することができる。
【００７５】
　任意選択的に、光学プリズムを追加して、画像センサの特定の角度の視野を修正するこ
とができる。プリズムは、画像センサのビューイング・コーンを３０°７０°等のような
所定の量だけ「傾斜させる」、反射面を有する。プリズムは、ガラス、または、アクリル
もしくはポリカーボネートなどの任意の透明なポリマーで作製することができる。プリズ
ムは、光学的に透明なエポキシを使用して、カメラの平坦な遠位の表面に結合することが
できる。より好ましくは、プリズムは、デバイスの当初の製造における最後のカメラ・レ
ンズを置き換えることができる。
【００７６】
　カメラ・センサを内視鏡の構造に更に固着することができる。カメラ・センサを光ガイ
ドに直接固着して、更なる支持を提供することができる。カメラ・ケーブルを、シース・
カバー、作業チャネル、または両方に接着できる。例えば、カメラ・ケーブルを、拡張可
能な遠位先端部の区域の近位側すぐの、シース・カバーの内側に結合することができる。
これらの更なる接続部は、追加の剛直性を提供する。
【００７７】
　図２ｂの断面図は、図２ａの断面Ａ－Ａに沿っており、細長いシャフト３を通過してい
る。可撓性の編み製シース・カバー２６が、ステンレス鋼補強ポリイミド材料から作製さ
れるが、他の材料を使用することができる。
【００７８】
　編み製シース・カバー２６は、５つの構造を含む。この区域における作業チャネル２８
は、全体に円形の断面形状を有する可撓性のチューブである。作業チャネル２８は、図１
および図２ａに示す外形可変作業チャネル２３に固着できる任意の殺菌可能なポリマー材
料から構築することができるか、または、作業チャネル２８および外形可変作業チャネル
２３は、同じ長さの管材から作製することができる。作業チャネル２８の材料は、外形可
変作業チャネル部分２３の材料と同じ材料であってよいか、またはこれらは、異なる材料
から作製することができる。例えば、シャフト３内の作業チャネルを、非エラストマー製
のポリマー材料（例えば、ポリエチレン酢酸ビニル（ＰＥＶＡ）、ポリイミド、ポリテト
ラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ））から、あるいは、生体適
合性エラストマー製の管材（例えば、ラテックス・ゴム、シリコーン・ゴム、または様々
なＵＳＰクラス６適合のＴＰＥ）から、作製することができる。
【００７９】
　洗い流しチャネル２４を洗浄流体が通過する。洗い流しチャネル２４は、十分な流体を
通すことのできる限りは、シャフト３内で任意の断面形状を有し得る。図３に示す洗い流
しチャネル２４は、単一の長さのエラストマー製の管材から作製される。別法として、シ
ャフト３内の洗い流しチャネル２４の近位部分は、非エラストマー材料（例えば、ポリア
ミド製チューブ）から作製することができ、エラストマー製の先端部の区域に連結するこ
とができる。洗い流しチャネル２４にとって好適なエラストマー材料は、上で特定されて
いる。
【００８０】
　スタイレット・チャネル２７により、典型的には金属から作製される細身のプローブで
あるスタイレット（図示せず）を、内視鏡内に導入することが可能になる。スタイレット
が導入されると、追加の剛直性が提供される。これにより、内視鏡の遠位先端部の、患者
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の中での適切な位置付けが容易になる。加えて、スタイレットは、内視鏡に特定の形状（
例えば、特定の湾曲または屈曲）を付与できる。スタイレット・チャネル２７は、スタイ
レットの先端部により穴が開くのに耐えられるべきである。補強材は任意選択による。こ
のスタイレット・チャネル２７は、ＰＥＶＡ、ポリイミド、ＰＴＦＥ、またはＰＶＣなど
の、様々なポリマー製の管材材料から作製される。スタイレット・チャネル２７は、円形
の外形を有するように示されているが、スタイレットが中を通過できるような任意の外形
を有することができる。
【００８１】
　また、カメラ・ケーブル２９は、カメラ２２（図２ａに示す）から連結ハブ４（図１に
示す）まで延在している。カメラ・ケーブルは単純な信号導通ワイヤ（例えば、直径約０
．５２ｍｍの２４ＡＷＧゲージの銅線）、または、いくつかの絶縁された導体を有するリ
ボン・ケーブルとすることができる。例示の導体組成物としては、銅、銅合金、ＭＰ３５
Ｎ、ＤＦＴ、プラチナ、プラチナ／イリジウム、タングステン、金、およびステンレス鋼
が挙げられる。導体は、被覆なしの、スズめっきされた、銀めっきされた、または金めっ
きされたものとすることができる。フッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、パーフルオロ
アルコキシ（ＰＦＡ）、およびポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）を含め、様々な
絶縁材料を使用できる。例えば、リボン・ケーブルを、以下の４つの導体を用いて構築で
きる：（１）接地線、（２）シリアル・データ線、（３）シリアル・クロック線、および
（４）電力線（例えば、４１ＡＷＧ銀めっき銅導体を使用する）。
【００８２】
　図２ｃは、内視鏡の中心から放射方向にずらされている非円形のカメラ２２を有して作
製された別の内視鏡の、遠位端を示している。遠位先端部２の作業チャネル部分２３およ
び洗い流しルーメン２４は、カメラ２２およびエラストマー製の先端部カバー２１に隣接
している。
【００８３】
　内部構造が見えるようにするために、図３は、図２ａの内視鏡を外側カバー２１および
２６を有さない状態で示している。連結スリーブ３１は、エラストマー製の先端部カバー
２１と可撓性の編み製シース２６を接合する、壁の薄い円筒形の材料である。図３に描写
された連結スリーブ３１は、ポリイミド、ステンレス鋼、ポリウレタン、または他の壁の
薄い管材から作製することができる。この連結スリーブ３１は、編み製の可撓性シース２
６およびエラストマー製の拡張可能先端部カバー２１の、内側表面に結合される。接合は
、接着結合、熱溶接、機械的なリングクランピング、もしくは溶剤結合、またはこれらの
構成要素に耐久性のある結合を行うための他の方法によって行われ得る。
【００８４】
　スタイレット・チャネル２７は、ポリイミド、ＰＴＦＥ、または他の管材などの、他の
作業チャネルに関して既に記載したものと類似の、壁の薄い管材であり、これはその遠位
先端部に、アクリル、ＡＢＳ、またはスタイレット・チャネルに結合可能もしくは機械的
に固止可能な他の材料などの硬質プラスチックのプラグなどの、耐久性のある停止部３３
を有し、この停止部は、スタイレットが構成要素に穴を開けるかまたはこれを損傷するの
を防止することを意図している。管材はまた、スタイレットの先端部が丸められている場
合、停止部を作り出すために、端部で圧着することまたは折り畳むことができる。これは
、硬質プラスチック製プラグへの追加、またはその代わりとすることができる。
【００８５】
　図３には、任意選択的な偏向傾斜部３４も示されている。偏向傾斜部は、カメラの近位
縁部の周囲で、作業チャネルの遠位先端部の拡張領域内へと、器具の遠位先端部を案内す
るための、角度のついた比較的硬質な表面を提供する。この偏向傾斜部は、アクリルもし
くはＡＢＳなどの硬質プラスチックで、または薄いプレス加工されたステンレス鋼金属片
から作製することができ、作業チャネル・シャフトの外径と整合するように湾曲させてよ
い。図２ａおよび図２ｂと関連して上記したように、作業チャネルは、シャフト３内の全
体に円形の断面２８、および、遠位先端部２内の外形可変区域２３を有する。器具は、作
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業チャネル・シャフト２８の円形の断面を外形可変作業チャネル２３まで通過する際、カ
メラ２２の周囲を移動し、内視鏡の遠位先端部から外に出る。傾斜部３４は内視鏡に固着
されている。例えば、傾斜部は、カメラ２２の近位表面に、拡張可能なワーク・チャネル
２３に、シース・カバー２６に、またはこれらの構造の組み合わせに、接着することがで
きる。この目的のために、ＵＶ硬化性エポキシまたは他の接着剤を使用することができる
。傾斜部３４は、内視鏡の長手軸に対して、約３０°から約６０°までの範囲であり得る
、好ましくは４０°から５０°の間の範囲である、最も好ましくは約４５°の、角度を画
定する。遠位先端部における、内視鏡の外径全体に対する傾斜部３４の長さの比は、約１
：２未満であり、好ましくは約１：３未満であり、最も好ましくは約１：５未満である。
【００８６】
　円形断面の作業チャネル・シャフト２８および拡張可能な作業チャネル２３が、異なる
材料または管材の異なる区域を１つに固着して作製されるとき、連結スリーブ３５を使用
できる。これらが単一の長さの管材を使用して作製される場合、連結スリーブ３５を省略
できる。（拡張可能先端部カバー２１の外側カバーの内側に収まる）外側シース連結スリ
ーブ３１、および（内視鏡が均一な外径を維持するのを可能にする）可撓性の編み製シー
ス・カバー２６とは異なり、作業チャネル連結スリーブ３５は、器具の挿入および取り外
しのための一定の内径を保つために、円形断面の作業チャネル・シャフト２８と拡張可能
な作業チャネル２３との間の接合部の外面上に被嵌される。連結スリーブ３５は、壁の薄
いポリマー製の管材（例えば、壁厚さ０．０．２５４ｍｍの４～５ｍｍポリイミド管材、
これはＰｕｔｎａｍ　ＰｌａｓｔｉｃｓまたはＶｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌから入手
可能である）の短片とすることができる。
【００８７】
　外形可変遠位先端部により、これが薄い外形構成となっている間に、医師が内視鏡を、
最小限の切開部または穿孔（例えば、１２ゲージの針に対する）のサイズを通して挿入す
ることが可能になる。内視鏡が処置されるべき領域に入ると、先端部の区域が拡大される
。図４は、拡大された外形構成となっている遠位先端部２を図示している。
【００８８】
　かかる構成は、例えば、全Ｌｏ　ｍｍの直径（ｆｕｌｌ　Ｌｏ　ｍｍ　ｄｉａｍｅｔｅ
ｒ）の器具を作業チャネル先端部２３に通すこと、および／または、洗い流しチャネル２
４を遠位先端部２において拡張させるのに十分な流量で、洗浄流体（滅菌水の０．９％生
理食塩水）を洗い流しチャネル２４に通すことによって、実現される。
【００８９】
　図５および図６は、連結ハブ４の詳細を示している。図５では、遠位の筐体部分６は取
り外されている。洗い流しチャネル・チューブ５１は、洗い流しチャネル・コネクタ８に
取り付けられている。スタイレット・チャネルチューブ５２は、スタイレット・チャネル
・コネクタ９に取り付けられている。作業チャネル・シャフト５３は、作業チャネル・コ
ネクタ１０に取り付けられている。近位端上では、チューブ５１、５２、５３は、ルアー
・コネクタまたはルアー・ロック・コネクタなどのコネクタに取り付けられている。この
接続を行うために、溶剤結合、接着結合、またはプレス嵌めを使用することができる。
【００９０】
　図６では、近位のハブ筐体７が取り外されて、ＰＣＡ６１、カメラ・ケーブル２９の近
位端、および照明ファイバ２５の近位端が露出されている。
【００９１】
　図７は、ＰＣＡ６１の拡大図である。カメラ・ケーブル２９は、コネクタ７２を使用し
てＰＣＡ６１に接続されている。ＬＥＤ７１はＬＥＤ表面実装型チップであり、照明ファ
イバ２５の近位端が、ＬＥＤ７１の発光表面領域に対して面一に設置されている。ただし
、選ばれた特定の照明をカメラまたはセンサが取り込める限りは、非ＬＥＤ照明源（例え
ば、ハロゲン白熱灯、キセノン・ライト、ダイオード・レーザ）を使用することができる
。エポキシにより確実な取り付けが実現されるが、他の方法が適切である場合もある。
【００９２】
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　ＰＣＡ６１は装着ねじ７３により、近位のハブ筐体７に成形されたスタッドに取り付け
られる。近位のハブ筐体部分１９と遠位のハブ筐体部分６との間でＰＣＡ６１を捕捉する
ことを含め、他のＰＣＡ装着技法を使用することができる。２つのハブ筐体部分６、７の
取り付け、ストレイン・リリーフ部１１、１２、そしてこれらの電子ケーブル５、連結ハ
ブ４、および内視鏡シャフト３への取り付けは、水密である。かかる水密の接続は、可撓
性の接着剤、溶剤結合剤、熱封止材、ゴム製グロメット、および他の封止材を含む、いく
つかの手段によって達成され得る。
【００９３】
　ＰＣＡ６１の回路構成は、光源７１の照明強度を制御し、カメラ２２を動作させる。Ｐ
ＣＡ６１の回路は、外部の制御装置／ディスプレイ（図示せず）との間で信号を翻訳する
。これらの回路は、カメラ２２が必要とするまたはカメラ２２から送られた、照明源７１
のために使用される信号を、パターン、電圧、タイミング、等に変換する。かかる翻訳は
、信号をユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）規格に変換することを含み得る。組み
込まれたソフトウェア（例えば、ファームウェア）およびフィールドプログラマブル論理
アレイ（ＦＰＧＡ）を有する多層または積層多層回路が、信号の翻訳および通信を行う。
【００９４】
　無線通信が（ＲＦであれ赤外であれまたは別の通信方法であれ）望まれる場合は、ＰＣ
Ａ６１は、無線送受信機および電源（例えば、電池）を含む。電池により、ＰＣＡ６１お
よび画像センサ７に電力を供給する。無線送受信機は、外部の制御デバイスおよび表示デ
バイスと相互作用する。例えば、ＰＣＡ６１は、画像センサ７から外部のディスプレイへ
と、画像信号を無線で送信する。
【００９５】
　別法として、信号の翻訳は、内視鏡の外部で遂行することができる。この場合、ＰＣＡ
６１は相互接続部として機能し、信号をケーブル５に回送し、その場合ケーブル５は、外
部制御／ディスプレイユニット（図示せず）に接続している。
【００９６】
　図８は、電子内視鏡用の照明構成を図示している。ハブ４内には、所望の視野および被
写界深度を達成するのに十分な照明強度を確保するために、多数のＬＥＤ、および照明フ
ァイバまたはファイバ束を配置することができる。ＬＥＤ８２は、十分に小さい場合、拡
張可能先端部の区域２内で、カメラ２２に隣接して装着することができる。照明ファイバ
８１は、ＬＥＤ８２から引き回されて、遠位先端部２においてカメラ２２の外側に達する
。かかる照明サブアセンブリは、剛性とすることができる。
【００９７】
　照明サブアセンブリは、所望の視野および被写界深度を達成するための十分な照明強度
がある限り、変更することができる。例えば、開口数および光ガイドの発する光の照明場
パターンがカメラ２２の視野と適合する限りは、ある形状の光ガイドを使用して、照明光
ファイバを置き換えることができる。ＬＥＤは、ハブ筐体４内の代わりに、シャフト区域
３内に装着することができるか、または、内視鏡の外部に置くことができる。
【００９８】
　以下の実施例は、記載される技術を説明するために提示されており、添付の特許請求の
範囲を何らかの形で限定することは意図していない。
【実施例１】
【００９９】
　図１に示したものと同様の、拡張可能な作業チャネルおよびハブ内のＬＥＤ光源を有す
る２ｍｍ内視鏡を、以下に記載するように形成する。２つの射出成形ＡＢＳ片６、７（Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能）がハブ筐体を形成している。
【０１００】
　ＵＳＢコネクタ１３（Ｍｏｌｅｘ　Ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ　Ｃｏｒｐ．から入手可能）を
有するケーブル組立体５を、ストレイン・リリーフ部チューブ１２に、次いで近位のハブ
筐体７の近位の開口部に挿入する。ストレイン・リリーフ部チューブ１２は、Ｓｈｏｒｅ
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　Ａ　６０　ＴＰＥから作製された、射出成形された構成要素である。ケーブル組立体５
を、プリント回路組立体（ＰＣＡ）６１に電気接続する。
【０１０１】
　ＰＣＡ６１は、カメラへの／からのＵＳＢ信号および通信をカメラの仕様が要求する信
号レベルおよびタイミングに変換するための表面実装集積回路を有する、小型の多層プリ
ント回路基板である。ＰＣＡ６１は、４つのねじ７３を使用して近位のハブ筐体７に固着
されている。図７を参照されたい。
【０１０２】
　近位のハブ筐体は、作業チャネル用の開口部を有する。作業チャネル・コネクタ１０は
、近位のハブ筐体７と作業チャネルとの間に、液密封止を提供する。コネクタ１０（市販
のＬＵＥＲ－ＬＯＫ（登録商標）のロック部品）を、近位のハブ筐体７に挿入する。
【０１０３】
　シース・カバー２６は、長さ２９．２ｃｍの編み製ステンレス鋼補強ポリイミド管材（
Ｐｕｔｎａｍ　Ｐｌａｓｔｉｃｓカタログ番号１４２－００４５、ＯＤ　ｉ．８８ｍｍ、
ＩＤ　ｉ．６８９ｍｍ）である。
【０１０４】
　遠位のストレイン・リリーフ部チューブ１１は、Ｓｈｏｒｅ　Ａ　６０　ＴＰＥで作製
された、射出成形された構成要素である。このチューブを、ハブ筐体６の開口部を通して
挿入する。シース・カバー２６を、遠位のストレイン・リリーフ部１１を通して摺動させ
て、ハブ筐体６の内部に到達させる。シクロヘキサノンを用いて溶剤結合を行い、シース
・カバー２６を遠位のストレイン・リリーフ部チューブ１１に固着する。
【０１０５】
　外側シース２１／２６を、ポリイミドおよびシリコーン管材から、製造用マンドレルを
使用して形成する。外径（ＯＤ）約ｉ．６８９ｍｍの壁の薄いポリイミド連結チューブ３
１を、適切なサイズのマンドレル上へと摺動させる。次いで、ＩＤが約ｉ．６８９ｍｍの
長さ８ｍｍのシリコーン・ゴム管材（これが拡張可能な遠位先端部カバー２１を形成する
ことになる）およびシース／カバー組立体１１、２６を、両側からマンドレル上へと摺動
させて、ポリイミド連結チューブ３１を覆うようにしてこれらを互いに当接させる。シリ
コーン・ゴムチューブ２１、ポリイミド連結チューブ３１、およびステンレス鋼補強ポリ
イミド・チューブ２６を、シクロヘキサノンを用いて結合して、耐久性のある接合部を作
り出す。
【０１０６】
　作業チャネルもまた、マンドレルを使用して形成する。長さ２９．２ｃｍのポリイミド
管材２８（Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌカタログ番号１４１－００８３、ＯＤ　０．
０５０５ｘＩＤ　０．０４８）を、適切な直径のマンドレル上へと摺動させる。長さ８ｍ
ｍのＵＳＰクラス６のＴＰＥ管材（Ｋｒａｔｏｎ　ＰｏｌｙｍｅｒｓのＫＲＡＴＯＮ）を
、マンドレル上へと摺動させて、ポリイミド管材２８に当接させる。結果として得られる
接合部を、壁の薄いポリイミド連結スリーブ３５（Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌより
）で覆う。これらの構成要素を、低粘性の紫外光硬化接着剤（Ｄｙｍａｘ　Ｃｏｒｐ．か
ら入手可能な、２０８－ＣＴＨ－Ｆ、可撓性および耐水性を有するカテーテル結合接着剤
）を用いて、１つに接合する。作業チャネル組立体２３／２８／３５を合わせた長さは、
３０ｃｍである。
【０１０７】
　作業チャネル組立体２３／２８／３５を、外側シースおよび既に構築したカバー組立体
の中へと摺動させる。作業チャネル組立体２３／２８／３５の近位端を、作業チャネル・
コネクタ１０に接続する。シクロヘキサノン溶剤により、作業チャネルの近位端をコネク
タ１０に結合する。
【０１０８】
　アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）製の傾斜部３４を、シクロヘキサノン
を用いて作業チャネルの拡張可能先端部の外側に結合する。傾斜部３４のおおよその中間
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点は、カメラ２２の後縁部にあり、この傾斜部は、拡張可能な遠位先端部の領域内へと器
具が移るための、滑らかな角度を提供する。傾斜部３４は内視鏡の長手軸に対して４５°
の角度を形成し、この長手軸に沿って約２～３ｍｍの長さを有する。
【０１０９】
　次いで、カメラ２２をＰＣＡ６１に取り付ける。カメラは、ｍｉｃｒｏ　ＳｃｏｕｔＣ
ａｍ（商標）１．２（Ｉｓｒａｅｌ国ＯｍｅｒのＭｅｄｉｇｕｓ，　Ｌｔｄ．）である。
このカメラ２２は、円筒形の形状であり、寸法が、直径１．２ｍｍ、長さ５ｍｍであり、
有効画像解像度が約４４，８８０ピクセルである。カメラ２２からカメラ・ケーブル２９
が延在しており、これはカバー組立体内を組み立て済みの作業チャネルの外側に沿って延
び、カメラ・コネクタ７２においてＰＣＡ６１に接続している。図７を参照されたい。Ｐ
ＣＡ６１は、カメラ２２を制御し、これから画像を受信する。
【０１１０】
　３つの照明光ファイバ２５（外径ｏ．２５ｍｍ、ＬｉｇｈｔＨｏｕｓｅ　ＬＥＤｓのカ
タログ番号ｏ．２５ＭＭファイバＥＮＤＧＬＯＷ）もまた、カバー組立体を作業チャネル
組立体の外側に沿って延びており、これらはカメラ２２に隣接するに至る。照明ファイバ
２５の近位端を、光源７１、Ｌｕｘｅｏｎ（登録商標）Ｃ　ｐｏｗｅｒ　ＬＥＤ（Ｐｈｉ
ｌｉｐｓ　Ｌｕｍｉｌｅｄｓ　Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）上に、
紫外線接着剤（２０８－ＣＴＨ－Ｆ接着剤、Ｄｙｍａｘ　Ｃｏｒｐ．から入手可能）を用
いて接着する。
【０１１１】
　次いで、先端部を封止し、Ｄｙｍａｘの接着剤を用いて、構成要素を１つに結合する。
【０１１２】
　遠位ハブ筐体６を、カバー／作業チャネル組立体を覆うように摺動させる。遠位ハブ筐
体６および近位ハブ筐体７を、スナップ嵌めして１つにする。これらを併せて熱封止して
、液密な封止を得る。
【０１１３】
　これにより、３０ｃｍの作業長さ、２ｍｍのＯＤ、ならびに外形可変遠位先端部および
作業チャネルを有する内視鏡が得られる。かかる内視鏡は、手、肩、膝、等の、関節鏡に
よる関節の検査および外科手術を含む、様々な内視鏡用途に使用できる。
【実施例２】
【０１１４】
　外形可変洗い流しルーメン２４ならびに図２Ａに図示したような外形可変作業チャネル
を有する、実施例１で記載した内視鏡と同様の内視鏡を形成する。長さ３０ｃｍのＴＰＥ
管材（Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌ　ＰＥＢＡＸ（登録商標）管材、カタログ番号１
１５－１２８９、ＩＤ　０．０．２７９ｍｍ、壁厚さ０．１１４３ｍｍ、ＯＤ　０．５１
ｍｍ、Ｓｈｏｒｅ　Ａ６３）が、洗い流しルーメン２４を形成する。内視鏡を作製する工
程は、実施例１と同様である。相違点を以下で検討する。
【０１１５】
　ＰＥＢＡＸ（登録商標）管材を作業チャネル組立体２３／２８／３５に隣接させて設置
し、管材の近位端を押してＬＵＥＲ－ＬＯＫ（登録商標）のロック・コネクタ８に嵌合す
る返しを超えさせる。これにより、洗い流しルーメン２４を近位のハブ筐体７に固止する
。洗い流しルーメン管材２４の遠位端を、拡張可能先端部を封止する前に、この先端部内
でカメラ２２に隣接させて位置付ける。
【実施例３】
【０１１６】
　洗い流しルーメン２４を除いて実施例２で記載した内視鏡と同様の内視鏡を、拡張可能
でない材料から作製する。ＰＥＢＡＸ（登録商標）管材の代わりに、洗い流しルーメン２
４を、ポリイミド管材（Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌカタログ番号１４１－００２３
、ＯＤ　０．５０８ｍｍ、ＩＤ　０－４５７ｍｍ）から作製する。
【０１１７】
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　材料自体は拡張可能ではないが、洗い流しルーメンは、この特徴を実現するように製造
される。遠位端において、長さ８ｍｍのポリイミド管材を熱プレスして、複数の折り目お
よび平坦な端部を形成する。これにより、拡張可能な外側カバー２１の内側で、ポリイミ
ド管材がカメラ２２の周囲で湾曲することが可能になる。ポリイミド管材の近位端を市販
のコネクタ８（ＬＵＥＲ－ＬＯＫ（登録商標）の部品）の返しの付いたコネクタの上に設
置し、これをメチルエチルケトン溶剤を用いて固着する。
【０１１８】
　使用時、洗い流しルーメン２４の折り目の付いた平坦な遠位先端部は、洗い流しルーメ
ン２４内を流体が通る際に拡張する。これにより続いて、外側カバー２１が拡張される。
図３および図４を参照されたい。
【実施例４】
【０１１９】
　実施例１に記載した内視鏡と同様の内視鏡を、外部のディスプレイおよび制御デバイス
（例えば、ＰＣまたはタブレット・コンピュータ）と無線通信を行うように構成する。Ｐ
ＣＡ６１は、無線送受信構成要素を有する。ハブ組立体内に、ＰＣＡ６１に電力供給する
ための、一般に入手可能なボタン型電池が収納されている。アンテナ線が含まれており、
これはＰＣＡ６１に接続されている。電池と直列にスイッチを接続する。電池は、内視鏡
のシステムが数時間機能するのに十分な電力を提供する。
【実施例５】
【０１２０】
　拡張可能な作業チャネルが長さ３０ｃｍの補強なしのポリイミド管材（Ｖｅｎｔｉｏｎ
　Ｍｅｄｉｃａｌカタログ番号１４１－００８３、ＯＤ　ｉ．２８３ｍｍｘＩＤ　ｉ．２
１９ｍｍ）であること以外は実施例１で記載した内視鏡と同様の、内視鏡。実施例３で記
載したように、長さ８ｍｍのポリイミド管材を遠位端において熱プレスして、複数の折り
目および平坦な端部を形成する。これにより、拡張可能な外側カバー２１の内側で、ポリ
イミド管材がカメラ２２の周囲で湾曲することが可能になる。器具または他の物品が作業
チャネルを押し通る場合、折り目のついた平坦な遠位先端部は拡張することになり、この
結果、外側カバー２１が、器具または他の物品の通過を可能にするために必要な程度に拡
張される。
【０１２１】
　加えて、この実施例では、カメラ２２は、Ａｗａｉｂａ　ＮａｎＥｙｅカメラ（ＡＷＡ
ＩＢＡ　Ｌｄａから入手可能）である。このカメラ２２は、寸法が、長さ１．１ｍｍｘ１
．１ｍｍｘ１．７ｍｍ、対角寸法ｉ．４１ｍｍであり、有効画像解像度が約６２，５００
ピクセルである。図２ｃは、遠位先端部におけるこの内視鏡の断面図を示している。
【実施例６】
【０１２２】
　外径が１．７ｍｍであること以外は実施例１で記載した内視鏡と同様の、内視鏡。
【０１２３】
　外側シース２１／２６を、長さ２９．２ｃｍの編み製ステンレス鋼補強ポリイミド管材
（ＯＤ　ｉ．７２ｍｍ、ＩＤ　１．５７ｍｍ、Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌカタログ
１４２－００４２から入手可能）、ＩＤが約ｉ．６８９ｍｍの長さ８ｍｍのシリコーン・
ゴム管材、およびＯＤが約ｉ．６８９ｍｍの壁の薄いポリイミド連結チューブ３１から形
成する。
【０１２４】
　作業チャネルを、壁の薄いポリウレタン管材（Ｖｅｎｔｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃａｌカタロ
グ番号１１５－０５６５、ＯＤ　ｉ．３４６ｍｍ、壁０．０８９ｍｍ、ＩＤ　ｉ．１６８
ｍｍ）から形成する。
【０１２５】
　カメラは、実施例５で上記したＮａｎＥｙｅカメラである。照明光ガイド（光ファイバ
）はＯＤが０．１２５ｍｍ（コア直径０．１ｍｍ、Ｅｄｍｕｎｄ　Ｏｐｔｉｃｓストック
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ｙｅカメラ２２からの４つの導体ケーブルをＰＣＡ６１に接続して、外部使用に好適なケ
ーブルへの信号接続を行い、場合によってはＰＣＡ６１上には、信号をＵＳＢ規格または
他の所望の設定に変換するための、信号処理回路が含まれる。ＰＣＡ６１は、使用中の特
定のＮａｎＥｙｅカメラに関する較正情報を含むメモリを有する。
【０１２６】
　前記の詳細な説明は、本技術の実施についての様々な形態の検討を包含しており、例示
の目的で多くの詳細を含む。本技術は、特許請求の範囲の精神および範囲から逸脱するこ
となく、本願に記載された開示および提案に基づく多くの変形、修正、置換、および代替
形態が可能である。実施例は特定の実施形態を説明するために使用されているが、特許請
求の範囲は、これらの実施例に限定されることを意図されておらず、むしろ特許請求の範
囲の全範囲を含む。したがって、選ばれた実施形態および続く実施例の前記の説明は、お
よび記載される技術の一般性を何ら損なうことなく、また記載される技術に限定を課すこ
となく、提示されている。
【０１２７】
　更に、選択された実施形態の前記の詳細な説明において、本明細書の一部を形成する添
付の図面への参照が行われ、これらの図面においては、例示として、記載される技術を実
施できる具体的な実施形態が示されている。記載される技術の範囲から逸脱することなく
、他の実施形態を利用することができ、また、構造の変更を行うことができる。例えば、
ある実施形態の一部として例示または記載される一般原理および特徴は、記載される技術
の精神および範囲から逸脱することなく、更に別の実施形態を生むために、別の実施形態
において使用可能である。したがって、特許請求の範囲の範囲は、上記の記載によって限
定されない。特許請求の範囲の意味内容および等価な範囲の中で行われるあらゆる変更は
、その範囲内に包含されるものである。

【図１】 【図２Ａ】
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摘要(译)

一次性电子内窥镜包括毂，从毂延伸的可选的柔性或刚性轴，从轴延伸
的可扩展远端尖端，有。在远侧尖端内，图像传感器提供来自内窥镜的
外部视野。远端尖端中的发光元件或光导发射光以照亮视场。远端尖端
还具有成型的可变工作通道，其允许器械从毂进入视野。可膨胀工作通
道在膨胀时将其横截面形状从大致非圆形形状改变为适应装置的横截面
形状的形状。 背景技术
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